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インスツルメンテーションの視点からみたバイオミメティクス：プログラム 
 

2016年1月22日（金）開催： 第1回 “見る/観る” 各種事例とその観察手法の紹介 
時間帯（質疑含む） ご講演者 ご所属 部署 役職 テーマ 機器/手法 

10：00～10：20 下村政嗣先生 
千歳科学技術大
学 

総合光科学部 バイ
オ・マテリアル学科 

教授 はじめに   

10：20～11：10 針山孝彦先生 浜松医科大学 
医学部 総合人間科学
講座 生物学部門 

教授 
「ナノ重合膜（ナノスーツ）」生
きた状態での生物の高解像度電
子顕微鏡観察(仮） 

FE-SEM/TEM 

11：20～12：10 枝廣雅美先生 （株）島津製作所 
分析計測事業部グロー
バルアプリケーション
開発センター 

主任 
マイクロフォーカスX線CTシス
テムを用いた生物の構造観察事
例紹介(仮） 

マイクロフ
ォーカスX線
CT 

12：10～13：30 昼食＆昼休み（名刺交換などを含む） 

13:30～14：20 野村周平先生 
(独)国立科学博
物館 

動物研究部 陸生無脊
椎動物研究グループ 

研究主幹
昆虫SEM写真をもとにした画像
データベース構築の試み(仮） 

SEM 

14：30～15：20 劉浩先生 千葉大学 

大学院 工学研究科
人工システム科学専攻
システム・制御・生体工
学教育研究領域  

教授 
生物飛行のバイオメカニクス及
びバイオミメティクス（仮） 

ハイスピー
ドカメラ、粒
子画像流速
計速法（流
体） 

15：30～16：20 斉藤一哉先生 東京大学 
生産技術研究所 機
械・生態系部門 

助教 
ハネカクシの翅の隠し方の解明
(仮） 

ハイスピー
ドカメラ 

16：20～16：30 下村政嗣先生 
千歳科学技術大
学 

総合光科学部 バイ
オ・マテリアル学科 

教授 おわりに   

 

第2回以降の予定 
 

2016年2月19日（金）開催： 第2回 “測る/計る” 各種事例とその計測＆イメージング手法の紹介 

時間帯（質疑含む） ご講演者 ご所属 部署 役職 テーマ 機器/手法 

10：00～10：10 下村政嗣先生 
千歳科学技術大
学 

総合光科学部 バイオ・
マテリアル学科 

教授 はじめに   

10：10～11：00 小林元康先生 工学院大学 
工学部応用化学科 高分
子合成化学研究室 

教授 
表面化学修飾を中心とした表面
改質技術の開発とそのトライボ
ロジー特性への効果の調査 

トライボロ
ジー、WET、
ミクロ 

11：10～12：00 平井悠司先生 
千歳科学技術大
学 

総合光科学部 バイオ・
マテリアル学科 

専任講師
昆虫体表面の摩擦力測定～微細
構造と摩擦力の関係 

トライボロ
ジー、Dry、
マクロ、摩擦
力計測装置 

12：00～13：10 昼食＆昼休み（名刺交換などを含む） 

13:10～14：00 山口哲生先生 九州大学 
大学院工学研究院 機械
工学部門 設計・生体シス
テム  

准教授 
ハイドロゲル人工軟骨の摩擦・
摩耗 

吸着、摩擦係
数算出/計
測、粘度計 

14：10～15：00 松尾行雄先生 東北学院大学 教養学部 情報科学科 准教授 
コウモリやイルカのエコロケー
ション・メカニズムとその応用
技術(仮） 

超音波計測、
エコー 

15：10～16：00 緒方是嗣先生 （株）島津製作所 
分析計測事業部 ライフ
サイエンス事業統括部 

グループ
長 

イメージング質量顕微鏡の事例
(仮） 

イメージン
グ質量顕微
鏡 

16：10～17：00 森直樹先生 京都大学 
農学研究科 応用生命科
学専攻 応用生化学講座

准教授 
植物の防御システムを活性化す
る昆虫由来エリシエーターとそ
の応用(仮） 

センサー、各
種分析機器
（含む、イメ
ージング質
量顕微鏡） 

17：00～17：05 下村政嗣先生 
千歳科学技術大
学 

総合光科学部 バイオ・
マテリアル学科 

教授 おわりに   

 

全セミナー日程 

第1回 2016年１月22日（金） “見る/観る” 各種事例とその観察手法の紹介 

第２回 2016年2月19日（金） “測る/計る” 各種事例とその計測＆イメージング手法の紹介 

第３回 2016年3月18日（金） “作る/造る/創る” 各種事例とその製造手法の紹介 

第４回 2016年4月15日（金） 海外動向、特許、国際標準化動向などの紹介 

※第3回、第4回のプログラムは準備中です。 

ＣＭＣリサーチ セミナー                     バイオミメティクスシリーズ 第1回


